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F27COOfD､pernlK)ruiのsanoic acid (Cl少F39COOtl)､perAtJOmalkylatcd dimoq血dinqhoq)b lcs







































図 10 C13F27COOHとcl9H39COOHの等モルハイプ 図2.C13F27COOHとFIOC2DMPの等モルハイブ































































Ⅰ(Q)-nD(7r/2QL) 72 [b2F (bQ)-a2F (aQ)]/ (b2-a2)t2
F (Ⅹ)-2Jl(Ⅹ)/Ⅹ (1)
npは粒子数密度､Qは散乱ベクトルの大きさ､J1 (Ⅹ)は一次のベッセル関数である｡計算値を
SANSとSAXSの実験値と比較して得られたF-Gluからなる管の内径 (35Å)と外径 (140Å)は
TEM観察からの値とよく-敦した｡円管が二分子朕同心円断面からなる構造体であるとすると､Bragg
ピークから計算されたラメラ層間隔は34Aであった｡このとき､同心円断面は3層の二分子膜からなる
(図6)｡層間隔をF-Gluの分子長 (24Å)'と比較するとき､二分子膜面に対して垂直に配列したF-Gluの
疎水鎖が指組みした分子配列が考えられる｡F-Gluの円管も温度上昇 (60℃以上)によって球体へ変化
し､Braggピークの消失を伴う周期構造の破壊が観察された｡cryo-TEM観察によると､幾つかの中間体構造
が存在しており､円管を構成する二分子膜はシートまたは膜膨潤状態を経てベシクル二分子膜へ転移するこ
とがわかった｡F-Gluのnonperfhorinated analogであるH-Gluは低温 (約4℃)では外径2500-6000Aの管
状構造体を構築するが､25℃では直径1000Å以下の球体を形成する｡
以上の実験事実か ら､炭化ふっ素系両親媒性分子は二分子朕形成能が高いことが示唆 された｡
Israelachviliは p-V/a01c で記述されるパッキングパラメータの数億から集合体構造を予測す
る方法を捷案した｡疎水銀の体積V､親水基の表面積a｡､分子長 lcはいずれも炭化ふっ素系両親媒性分
子と炭化水素系両親媒性分子に対して異なる計算式に基づくので､同じ鎖長の同族体であっても異なるパッ
キングパラメータ億を生じる｡計算結果によるとF-GluはH･Gluよりパッキングパラメータ値が小さかった
が､このことは二分子膜同心円断面をもつ円筒構造がベシクルよりも小さなパッキングパラメータであるな
ら妥当である.残念ながら､Lsraelachviliはこのよう形態に関して言及していない｡一方で､二分子膜構造
の形成と安定性を制御する因子として分子のパッキングのみならず､アルキル鎖の剛直性や疎水相互作用力
またはvanderWaalSカの違いを検討する必要があるであろう.将に､構造の経時変化や温度変化にはアル
キル銀のシスートランスコンフィギュレーション変化が関わっているはずである｡
最後に､本研究を遂行するにあたり､試料の提供と内容の議論､さらに測定に関与していただいたニース
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わしたい｡
-280-
